
 1

令和２年１月部長会議 会議録（要旨） 
 

◇日  時  令和２年１月７日（火） 午前８時35分から午前10時15分 

◇場  所  市役所第一庁舎５階 庁議室 

◇出 席 者  市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、総務部長、企画政策部長、財政部長、地域・市民生

活部長、保健福祉部長、保健所長、こども未来部長、環境部長、商工観光部長、文化スポーツ振興

部長、農林部長、建設部長、都市整備部長、会計局長、教育次長（行政及び教育）、上下水道局長、

消防局長、議会事務局長、危機管理防災監、公有財産活用局長、市長公室長及び関係課職員 

◇会議内容 

＜市長あいさつ＞ 

・私の市政運営も二期目の折り返しを過ぎたところであるが、二期目の就任の際に、重点的に取り組みたい施策

として掲げた７項目を中心に、全力で取り組んできた。その中で、先の災害が発生してしまったことは残念な

ことではあるが、この災害を梃子に、「ＯＮＥ ＮＡＧＡＮＯ」で市全体が素晴らしい復興を遂げたと言われる

ようにしなければならない。 

・今年は東京オリンピック・パラリンピックが開催され、来年には善光寺御開帳が控えている。オリンピック・

パラリンピックを開催した都市として、そのレガシーを後世へつなぐとともに、この期間を長野市の魅力を発

信する好機と捉え、地域を盛り上げていきたい。 

・年末にショッキングなデータが示された。一つは気候変動に関するもので、2019 年の長野市の年平均気温は

13.3度と観測史上最高となり、年間降水量も平年を上回ったとのことである。今後も、地球温暖化の影響は避

けられないものと思われ、異常事態が日常的に起きる時代になってきたと言える状況である。もう一つは、人

口減少・少子化に関するデータであり、2019 年に生まれた日本人の子どもは86 万４千人と、想定よりも１年

早く、統計開始以降、初めて90万人を割り込んだとのことである。また、自然減も51万２千人と過去最多を

記録している。これらの問題を一気に解決する手立てはないが、地道に一つ一つの対策を打っていく必要があ

ると考えている。 

・昨年の災害対策本部でも話したことだが、状況は刻々と変化していくので、何事にもスピード感をもって対応

してもらいたい。 

 

 

１ 協議事項  

(１) 組織・機構の見直し（案）について（総務部） 

標記事項について、総務部長から説明し、協議を行った。 

○今後の方向性 

関係部局と再検討し、次回部長会議で再度協議する。 

 

(２) 長野市放課後子ども総合プラン利用料の見直しについて（こども未来部） 

標記事項について、こども未来部長から説明し、協議を行った。 

○今後の方向性 

課題を整理し、再度協議する。 

 

(３) 旧清掃センター解体工事に伴う埋設廃棄物等の処理について（環境部） 

標記事項について、環境部長から説明し、協議を行った。（資料３参照） 

○質疑なし 

○今後の方向性 
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原案を了承。 

 

(４) 戸隠観光施設の利用料金の見直しについて（商工観光部） 

標記事項について、商工観光部長から説明し、協議を行った。（資料４参照） 

○質疑 

〔財政部長〕料金改定により収支はどの程度改善するか。 

〔商工観光部長〕実際の利用料金の上げ幅は条例の範囲内で今後詰めるが、現在赤字の指定管理者の収支を黒字に

改善したいと考えている。 

○今後の方向性 

  原案を了承。 

 

(５) 戸隠交流促進施設のうち炭焼体験施設の廃止について（商工観光部） 

標記事項について、商工観光部長から説明し、協議を行った。（資料５参照） 

○質疑 

〔副市長〕炭焼体験施設は廃止でよいと思うが、交流促進センター（そばの里二番館）のほうも民間譲渡等を検討

してはどうか。 

〔商工観光部長〕公共施設の個別施設計画を作る中で、民間譲渡や賃貸などについても、地元と協議しながら、検

討したい。 

○今後の方向性 

 原案を了承。 

 

(６) 城山公園再整備基本構想案及びパブリックコメントの実施について（都市整備

部） 

標記事項について、都市整備部長から説明し、協議を行った。（資料６参照） 

○質疑なし 

○今後の方向性 

 原案を了承。 

 

２ その他  

(１) 統一的な基準に基づく地方公会計制度による財務書類の作成報告について（会

計局） 

標記事項について、会計局長から説明を行った。（資料７参照） 

○質疑なし 

 

 

以上 


